
別記様式第２号（第３条関係）

太陽光発電事業の実施に関する内容確認書

１　事業の概要
	事業名
	

	事業区域の位置
	東広島市

	氏名又は名称
	

	電話番号
	

	法第９条第４項の認定の取得状況
	取得済　・　取得予定

	法第９条第４項の認定を取得済みで
ある場合は、その認定日及び番号
	認定日　　　　　年　　月　　日
番　号

	土地の権利関係
	自己所有地　・　購入予定　・　借地

	日曜日及び祝日の工事の有無
	有　・　無

	日曜日及び祝日の工事の内容
	


注　「法第９条第４項の認定の取得状況」、「土地の権利関係」及び「日曜日及び祝日の工事の有無」の欄は、該当するものを〇で囲んでください。
２　確認事項
(1) 土砂の安定性
	確認項目
	対応の状況
	対応方法又は判断根拠

	法面保護措置（植生、ネット、コンクリート吹付け等）
	対応予定・対応不要
	

	土砂の安定性に寄与すると認められる雨水排水の計画及び設計
	対応予定・対応不要
	

	仮設工事期間中の土砂流出防止措置（土のう、フェンス等）
	対応予定・対応不要
	

	斜面の安定性を考慮した切土・盛土の計画及び設計
	対応予定・対応不要
	

	地質調査（ボーリング、表層調査等）の実施
	対応予定・対応不要
	

	崩壊・滑動のリスク評価
	対応予定・対応不要
	

	土砂の安定性を維持するための管理計画（定期点検、補修方法等）の策定
	対応予定・対応不要
	

	植生回復による浸食防止対策
	対応予定・対応不要
	

	地盤沈下や亀裂等のモニタリング体制整備
	対応予定・対応不要
	

	下流域への土砂流出懸念に対する影響防止対策及び検討
	対応予定・対応不要
	

	自然斜面・谷地形改変の最小化
	対応予定・対応不要
	

	周辺住民や土地利用への影響評価
	対応予定・対応不要
	


注　「対応の状況」の欄は、該当するものを〇で囲み、対応予定の場合はその対応方法を、対応不要の場合はそのように判断した根拠を、それぞれ「対応方法又は判断根拠」の欄に記載してください。
　(2) 汚濁水の流出防止
	確認項目
	対応の状況
	対応方法又は判断根拠

	汚濁水処理施設（沈砂池、ろ過装置等）の設置
	対応予定・対応不要
	

	排水経路の計画及び既存排水路の活用
	対応予定・対応不要
	

	敷地外放流を抑制するための検討
	対応予定・対応不要
	

	雨水及び土砂流出防止の措置
	対応予定・対応不要
	


注　「対応の状況」の欄は、該当するものを〇で囲み、対応予定の場合はその対応方法を、対応不要の場合はそのように判断した根拠を、それぞれ「対応方法又は判断根拠」の欄に記載してください。
(3) 騒音の発生抑制
	確認項目
	対応の状況
	対応方法又は判断根拠

	騒音を発生する設備（パワーコンディショナー等）の設置場所
	対応予定・対応不要
	

	騒音を発生する設備に対する防音対策
	対応予定・対応不要
	


注　「対応の状況」の欄は、該当するものを〇で囲み、対応予定の場合はその対応方法を、対応不要の場合はそのように判断した根拠を、それぞれ「対応方法又は判断根拠」の欄に記載してください。
　(4) 敷材の種類
	確認項目
	種　　類

	敷材の種類
	敷材無し・砕石・防草シート・アスファルト
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


注　「種類」の欄は、該当するものを〇で囲んでください。
　(5) 関係住民等への配慮
	確認項目
	配慮の内容

	民家、道路沿い等に隣接する発電設備の配慮
	


(6) 景観への配慮
	確認項目
	配慮の内容

	自然景観、市街地、住宅地等の景観を阻害しないための配慮
	緩衝帯の有無　　　　　　有 ・ 無
境界からの後退距離　　　　　メートル
近隣関係者との合意　　　有 ・ 無
その他


注　「緩衝帯の有無」及び「近隣関係者との合意」は、該当するものを〇で囲んでください。
(7) 生態系その他の自然環境への配慮
	確認項目
	配慮の内容

	周辺の自然環境に対する配慮
	緩衝帯の有無　　　　　　有 ・ 無
境界からの後退距離　　　　　メートル
近隣関係者との合意　　　有 ・ 無
その他

	事業区域への立入防止の囲い
	高さ　　　　　メートル


　　　注　「緩衝帯の有無」及び「近隣関係者との合意」は、該当するものを〇で囲んでください。
(8) 火災保険、地震保険等への加入に関する方針
	確認項目
	保険の内容（加入しない場合は、その理由）

	加入する保険の方針
	


[bookmark: _GoBack]
